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人の理解と支え合いは

己の大切さに、気づきと
折れない心を生む

　
戦
後
の
国
民
生
活
は
、

混
乱
と
困
窮
に
悩
ま
さ
れ

る
環
境
の
下
で
、
諸
先
輩

の
努
力
に
よ
り
、
全
国
恩

給
増
額
期
成
同
盟
が
昭
和

２３
年
２
月
に
誕
生
し
た
。

以
来
７５
年
の
歴
史
が
流
れ

る
中
で
公
務
員
給
与
の
ア

ッ
プ
を
は
じ
め
、
恩
給
の

増
額
や
不
均
衡
の
是
正
等

幾
多
の
問
題
を
改
善
し
な

が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
る

●
特
に
平
成
２７
年
１０
月
１

日｢

被
用
者
年
金
一
元
化

法｣

に
つ
い
て
、
恩
給
期

間
に
関
わ
る
給
付
の
追
加

費
用
や
既
裁
定
年
金
の
存

続
等
を
要
請
し
実
現
し
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ

っ
た
●
最
近
は
、
公
的
年

金
制
度
等
も
整
備
さ
れ

て
、
組
織
へ
の
入
会
の
意

識
が
薄
れ
、
退
職
公
務
員

で
未
加
入
者
が
増
え
る
傾

向
が
あ
る
●
今
一
番
大
事

な
こ
と
は
、
現
行
制
度
を

改
善
し
て
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
社
会

保
障
制
度
、
特
に
公
的
年

金
制
度
改
革
へ
の
関
心
と

意
欲
は
日
公
連
・
退
公
連

の
財
産
で
あ
る
。
一
人
で

も
多
く
の
会
員
が
活
動
に

参
加
し
て
、
社
会
保
障
に

関
す
る
要
望
事
項
の
実
現

が
必
要
で
あ
る
。
公
務
員

で
あ
っ
た
矜
持
と
面
目
を

堅
持
し
、
全
国
民
の
福
祉

増
進
の
実
現
の
た
め
努
力

し
ま
し
ょ
う
。�（
Ｈ
・
Ｓ
）

組
織
の
健
康
診
断
と

�

勧
誘
活
動

　
退
公
連
の
規
約
、
日
公

連
の
設
立
の
趣
旨
を
踏
ま

え
て
、
勧
誘
活
動
を
軸
に

退
公
連
の
事
業
や
活
動
と

現
会
員
の
連
盟
へ
の
関

心
、
社
会
的
環
境
の
変
化

に
対
す
る
組
織
と
し
て
の

改
革
意
欲
の
現
状
を
検
証

す
る
。

診
断
に
基
づ
く
処
方

　
会
員
候
補
者
の
名
簿
作

成
と
勧
誘
活
動
の
検
討
と

決
定
︱
一
気
に
高
い
目
標

で
な
く
年
次
計
画
で
︱

　
次
に
Ｅ
メ
ー
ル
、
郵
便

等
で
入
会
案
内
、
退
公
連

の
し
お
り
、
退
公
連
新
聞

等
を
送
付
し
電
話
等
で
説

明
の
日
時
を
。

　
会
員
候
補
は
、
退
公
連

の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と

思
い
込
ま
ず
、
自
身
は
退

公
連
を
ど
う
理
解
し
、
ど

う
活
動
し
て
い
る
か
を
伝

え
る
。
誠
意
と
熱
意
で
、

「
ア
ナ
タ
の
加
入
で
、
退

公
連
の
存
在
価
値
を
高
め

て
ほ
し
い
」
と
。

勧
誘
活
動
の

　
　
多
彩
な
展
開
を

　
対
面
で
語
り
合
う
効
果

は
絶
大
で
あ
る
。
会
う
た

め
の
方
法
・
手
段
を
工
夫

す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
集
い

へ
の
誘
い
。
例
え
ば
、
参

加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
や
観
戦
型
。
芸
術
鑑
賞

や
文
化
的
セ
ミ
ナ
ー
等

々
。
肩
ひ
じ
張
ら
ず
に
交

流
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

基
本
は
候
補
者
の
発
掘

　
人
は
誰
も
が
、
経
験
と

才
能
を
持
つ
。

　
職
場
訪
問
、
退
職
者
説

明
会
、
新
聞
・
会
員
か
ら

の
情
報
を
足
を
運
ん
で
収

集
す
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓

会
・
趣
味
の
会
等
で
の
個

人
的
接
触
。
自
治
会
・
町

内
会
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
か
ら
。

過
年
度
退
職
者
か
ら
も
候

補
者
を
発
掘
す
る
。
一
度

断
ら
れ
た
人
で
も
、
考
え

が
変
わ
る
人
も
い
る
。
再

挑
戦
を
楽
し
む
気
持
ち
を

持
ち
た
い
。

　
個
人
情
報
の
保
護
に
配

慮
し
、
候
補
者
に
関
す
る

情
報
源
は
記
録
に
残
す
。

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
発
想
を

　
全
国
で
１
年
に
１
万
人

の
会
員
減
少
。
何
と
し
て

も
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
先
述
の
組
織
の
健
康
診

断
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

①
退
公
連
本
部
・
日
公
連

の
事
業
計
画
や
活
動
が
支

部
・
分
会
・
会
員
に
共
有

さ
れ
て
い
る
か
。

②
前
例
に
囚
わ
れ
て
、
例

会
や
活
動
が
型
に
は
ま
っ

た
も
の
、
少
数
の
同
じ
顔

ぶ
れ
に
よ
る
活
動
に
な
っ

て
い
な
い
か
。

③
新
会
員
勧
誘
の
意
気
込

み
が
組
織
の
中
に
あ
る

か
。
組
織
の
拡
充
は
困
難

と
諦
め
て
い
な
い
か
。

④
勧
誘
活
動
が
計
画
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
か
。
勧

誘
活
動
が
一
段
落
す
る
た

び
に
検
証
し
、
２
次
・
３

次
の
勧
誘
が
行
わ
れ
て
い

る
か
。
の
４
点
に
集
約
さ

れ
る
と
考
え
る
。

　
医
療
現
場
は
日
進
月
歩

の
変
化
の
連
続
に
驚
く
ば

か
り
。
本
連
盟
も
常
識
に

と
ら
わ
れ
な
い
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
的
発
想
で
改
革
を
。

「
そ
れ
は
無
理
」と
せ
ず
、

多
く
の
異
見
に
耳
を
傾
け

る
と
こ
ろ
か
ら
道
は
開
け

る
こ
と
を
信
ず
る
。

会
員
が
誇
れ
る
事
実

　
日
公
連
・
退
公
連
は
現

職
・
退
職
公
務
員
、
日
本

国
民
に
、社
会
保
障
制
度
、

特
に
年
金
制
度
の
改
善
維

持
に
貢
献
し
て
き
た
。
現

在
、
私
た
ち
が
受
給
す
る

年
金
は
無
数
の
先
達
の
長

年
の
努
力
に
よ
る
と
い
う

事
実
を
日
公
連
の
歴
史
、

実
績
か
ら
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
私
た
ち
は
そ
の
果
実
を

受
け
取
っ
て
毎
日
暮
ら
し

て
い
る
。
こ
の
現
実
を
理

解
し
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
を

経
験
し
て
そ
れ
を
実
感
さ

れ
た
会
員
の
方
々
も
多
か

っ
た
だ
ろ
う
。
誰
か
が
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
お
や
り
に
な
っ
た
先

達
を
誇
り
に
思
う
と
共

に
、
私
た
ち
は
現
職
と
続

く
世
代
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
て
行
動
を

起
こ
す
こ
と
を
求
め
ら
れ

て
い
る
。

退
会
者
が
出
な
い
組
織
に

　
新
会
員
の
勧
誘
と
並
行

し
て
「
退
会
者
を
出
さ
な

い
」
組
織
に
す
る
に
は
ど

う
す
る
か
。
既
に
始
ま
っ

て
い
る
福
利
厚
生
事
業
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
病
院
や

介
護
事
業
所
を
介
し
た
助

け
合
い
の
事
業
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
、
会
員
で
あ
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
を
示
す
こ

と
も
で
き
る
。
組
織
の
拡

充
は
私
た
ち
の
当
事
者
意

識
か
ら
生
ま
れ
る
。

　
人
は
一
人
で
は
生
き
ら

れ
な
い
。
生
き
て
い
る
だ

け
で
他
者
に
恩
義
が
あ

り
、
世
間
に
負
い
目
が
あ

る
。
な
ら
ば
、
困
っ
て
い

る
人
、
弱
っ
て
い
る
人
、

不
運
な
人
あ
ら
ば
、
手
助

け
す
る
、お
節
介
を
す
る
、

黙
っ
て
隣
に
腰
を
下
ろ
す

こ
と
な
ど
は
人
の
務
め
で

あ
ろ
う
。

　
各
退
公
連
か
ら
は
、
一

人
住
ま
い
の
高
齢
会
員
に

電
話
で
、
或
い
は
訪
問
し

て
世
間
話
と
笑
顔
を
贈
る

活
動
の
報
告
が
届
く
。

　
鴨
下
会
長
は
日
公
連
の

中
に
「
助
け
合
い
の
仕
組

み
」
を
つ
く
ろ
う
と
提
案

す
る
。「
私
」
の
世
界
を

こ
じ
開
け
て
周
り
の
人
に

手
を
貸
そ
う
。

　
下
図
は
会
員
及
び
地
域

住
民
と
病
院
・
介
護
施
設

と
を
繋
ぐ
助
け
合
い
ネ
ッ

ト
の
試
案
で
あ
り
、
鴨
下

事
務
所
の
熱
意
で
成
っ
た

も
の
で
あ
る
。

　
株
式
会
社
ハ
ー
ト
メ
デ

ィ
カ
ル
ケ
ア
は
全
国
各
地

の
介
護
ホ
ー
ム
の
紹
介
を

業
務
と
す
る
。�

今
こ
そ
、
誇
り
あ
る
歴
史
と
実
績
を

今
こ
そ
、
誇
り
あ
る
歴
史
と
実
績
を

　
現
職
公
務
員
に
語
り
か
け
よ
う

　
現
職
公
務
員
に
語
り
か
け
よ
う
!!
組
織
拡
充
に
向
け
て

組
織
拡
充
に
向
け
て

高齢者が納得の人生を生きるために　 助け合いネッ ト

退公連を会員と 地域の高齢者が最期まで頼れる組織に

助け合いの仕組み　

日本退職公務員連盟会員と地域の住民

ハートメディカルケア
0120-512-551

日 公 連 事 務 局
（依頼等情報の整理）

鴨下会長相談窓口
（依頼・相談の振り分け、各窓口へ）

各都道府県連本部

介護・医療・その他に関する相談（試案）

自治体関係
（特別養護
老人ホーム）

介護ホーム
関 係

介護・医療等 関係施設

平
成
５
年
　
共
済
年
金
を
ま
も
る
全
国
総
決
起
大
会

（
日
比
谷
公
会
堂
）

あ
な
た
の
老
後
の
　
　

　
　
生
き
方
を
支
え
る



ガラスのトラブル

作業時間、約 60 分の作業まで０円 !!

日本退職公務員連盟
会員限定サービス

あなたの暮らしのお医者さん
申込方法のお問合せはお電話で

350
万人

安心の実績
会員数

0120-286-800 ジャパンベストレスキューシステム株式会社
〒100-0004 東京都千代田区大手町 2-1-1 大手町野村ビル 7F※お電話でのご相談 24 時間 365 日受付

鍵のトラブル 水のトラブル ガラスのトラブル

生活における様々なトラブルに24時間365日対応!

年会費
申込方法
支払方法

5,500円（税込）
QR コード
コンビニ払い

24時間365日対応!!

①お問合せ

フリーダイヤルにお問合せ
加入申込書と利用規約書の
郵送先等をお伝え下さい。

フリーダイヤル
0120-286-800

お問合せ時にお伝えいただ
いたお送り先住所に届いた
加入申込書と利用規約書を
確認の上、記入後に返送を
お願いします。

加入申込書に
必要事項記入 ポスト投函

入会金
払込書

コンビニ

加入申込書を返送後
お手元に入会金払込通知書
が届きましたら、お近くの
コンビニエンスストアで
お支払いをお願いします。

ご自宅近くのコンビニで
お支払い

お申し込みは
簡単３ステップ
24時間365日
安心・安全の
暮らしをお約束

お申し込みは
左のQRコード
からネットに
アクセス

②申込書への記入と返送

➡

③お支払い

➡

24時間安心駆け付けサポート加入希望者でQRコードが
読み取れない方は下記の手続き方法があります。

お電話での
加入手続き

24時間安心駆け付けサポート
C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K
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○年金相談… 6月 5日㈪、２6日㈪
○心の悩み相談… 6月 5日㈪、２6日㈪
　いずれも午後 １ 時～ ３ 時まで
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古
文
書
の
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

楽
し
む

会
員
の
広
場

年
２
回
発
行
し
て
い
る
広
報
誌

京都独特のわらべうたを
体験学習

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

雪
ど
け
の
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
心
地
よ
く

八
千
二
百
の
嬉
し
き
歩
数

青
森
県　
畑
山
房
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
赤
白
黄
色
花
咲
け
ば

な
つ
か
し
き
歌
つ
い
口
ず
さ
む

京
都
府　
松
尾
精
郎

退
公
連
国
の
礎
矜き

ょ
う

恃じ

あ
り

「
共
済
」
守
り
若
葉
ぞ
薫
る

福
岡
県　
吉
松
利
文

新
し
き
仕
事
に
就
い
た
古
希
の
春

次
の
ス
テ
ー
ジ
希
望
に
満
ち
て

兵
庫
県　
野
﨑　
俊

今
日
か
ら
は
詰
襟
の
孫
風
光
る

兵
庫
県　
平
山　
進

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

前
よ
り
も
後
ろ
姿
で
歳
分
か
る

茨
城
県　
櫻
井
康
雄

待
合
い
で
病
の
重
さ
比
べ
合
い

長
野
県　
白
石
幸
男

さ
が
し
物
四
つ
の
目
と
手
で
二
人
し
て

一
日
が
か
り
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
」

愛
知
県　
落
合
義
紀

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

若
葉
萌
え
虫
た
ち
旅
に
出
か
け
た
り

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

午
前
二
時
昔
は
帰
宅
今
目
覚
め

福
島
県　
青
山
邦
夫

姓
誤
植
婿む

こ

入
り
し
た
か
と
尋
ね
ら
れ

愛
知
県　
小
笠
原
幸
男

呑
み
込
ん
だ
嘘
が
ハ
ー
ト
に
突
き
刺
さ

る�

愛
知
県　
竹
内
明
弘

夜
桜
に
誘
わ
れ
出
て
縄
暖
簾

愛
知
県　
安
井
俊
夫

さ
く
ら
背
に
病
み
た
る
旧と

友も

は
並
び
撮

る�

福
島
県　
小
山
一
五

石
楠
花
や
写
経
の
会
の
岨い

し
や
まの
寺

広
島
県　
鷲
見
澄
子

心豊かに心豊かに

　
現
職
時
か
ら
、
子
ど

も
会
指
導
者
や
青
少
年

育
成
会
議

の
役
員
な

ど
２０
数
年

間
子
ど
も

や
青
年
お
よ
び
保
護
者

な
ど
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　
常
に
「
前
に
、前
に
」

と
何
事
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
県
下
各
地
の

研
修
会
で
も
言
い
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

地
元
の
市
議
会
議
員
を
三

期
１２
年
間
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
と
務
め
ま
し

た
。

　
退
任
後
の
今
で
は
後
期

高
齢
者
に
な
り
、
脊
柱

管
狭
窄
症
を
患
い
早
朝

に
三
千
歩
を
目
標
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て

い
る
昨
今

で
す
。
健

康
を
維
持

す
る
た
め

の
私
の
目
標
が
、
一
歩

一
歩
「
前
に
、
前
に
」

と
過
去
の
口
癖
が
現
在

の
私
の
姿
で
す
。

「
前
に
、
前
に
」

滋
賀
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
小
川
喜
三
郎

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
新
型
コ
ロ
ナ
も
終
息
の
兆
し
が
漸
く
見
え
て
き
た
よ
う
な
昨
今
だ
が
、
小
中
学
校
の
学
習
支
援
は
コ
ロ
ナ

禍
と
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
必
要
で
あ
る
。
支
部
の
諸
事
業
も
、
終
息
を
座
し
て
待
つ
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で

き
る
親
睦
・
研
修
活
動
を
始
め
た
。
三
年
振
り
に
作
品
展
も
再
開
で
き
た
。

山
梨
県
退
職
公
務
員
連
盟
大
月
支
部
前
支
部
長
　
鈴
木
　
英
夫

いきいき退公連

山梨県連の巻

高
齢
化
と
会
員
数
の
減
少
』
の

問
題
で
す
。「
一
人
で
も
多
く
の

人
に
会
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、

共
に
活
動
し
て
い
き
た
い
。」

と
い
う
の
が
、
現
在
会
員
の
皆

さ
ん
の
強
い
思
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
、
み
ん
な
で
対
策
を
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
会
員
の
皆
さ
ん

を
繋
ぐ
『
情
報
』
が
、〝
元
気

　
京
都
府
退
職
公
務
員
連
盟
で

は
、『
情
報
』
と
い
う
名
の
広

報
誌
を
年
に
２
回
発
行
し
て
い

ま
す
。こ
の
『
情
報
』
が
、次
号

（
８
月
発
行
分
）で
ち
ょ
う
ど
１００

号
に
な
り
ま
す
。
区
切
り
の
い

い
記
念
号
な
の
で
、
今
か
ら
ど

ん
な
構
成
に
し
よ
う
か
と
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
京
都
府
退
公
連
で
今
話
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、『
会
員
の

に
活
動
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆

さ
ん
の
様
子
〟
を
ど
ん
ど
ん
紹

介
し
て
い
け
れ
ば
、
会
員
増
の

一
助
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
９９
号
誌
上
で
は
、「
京
の
わ

ら
べ
う
た
教
室
」と
銘
打
っ
て
、

小
学
生
に
わ
ら
べ
う
た
を
伝
承

し
て
い
る
活
動
を
掲
載
し
ま
し

た
。「
丸ま

る

竹た
け

夷え
び
す

」
や
「
祇
園
の

　
古
文
書
（
大
槻
地
域
の

年
貢
等
を
記
載
し
た
地
誌

を
読
み
合
っ
た
）
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
員
を
中
心

に
、
地
域
の
近
世
の
文
書

で
、
通
史
で
は
知
り
得
な

い
地
域
の
歴
史
を
学
ん
で

い
る
。（
夏
・
秋
・
冬
）

退
公
連
・
教
友
会
作
品
展

　
個
人
の
創
作
活
動
の
作

品
展
で
あ
る
。
会
員
・
非

会
員
・
現
職
か
ら
書
・
画

・写
真・篆
刻
・
手
芸
な
ど

の
力
作・傑
作
に
、参
観
者

か
ら
賞
賛
を
得
た
。（
夏
）

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
会

コ
ロ
ナ
禍
で
も
継
続
事
業
実
施
と

コ
ロ
ナ
禍
で
も
継
続
事
業
実
施
と

「
安
・
近
・
短
」の
新
し
い
事
業
創
り
の
一
年

「
安
・
近
・
短
」の
新
し
い
事
業
創
り
の
一
年

広
報
誌
『
情
報
１００
号
』
の

　
　
　
　
　
　
発
行
が
楽
し
み
！

京
都
府
退
職
公
務
員
連
盟
　
広
報
部
長
　
岩
坂
隆
志
　

　
元
体
育
教
師
の
会
員
を

中
心
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
楽
し
む
。
家
に
籠

り
が
ち
な
体
を
動
か
す
機

夜
桜
」
な
ど
、
京
都
独
特
の
わ

ら
べ
う
た
を
、
２
年
生
児
童
が

初
め
て
体
験
す
る
内
容
で
し

た
。
こ
の「
わ
ら
べ
う
た
教
室
」

は
、
地
元
の
京
都
新
聞
日
曜
版

で
も
、
退
職
公
務
員
連
盟
の
活

動
と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
「
鴨
川
・
植
物
園

を
歩
く
会
」「
お
し
ゃ
べ
り
会
」

「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

会
」
等
、
各
支
部
が
行
っ
て
い

る
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
を
、
写
真

や
感
想
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
掲

載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
楽
し
い
取
組
を
た
く
さ

ん
紹
介
す
る
こ
と
で
、
会
員
の

皆
さ
ん
が
「
自
分
も
そ
ん
な
取

組
な
ら
一
緒
に
参
加
し
て
み
た

い
。」
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。『
情
報
』
誌
上

が
賑
や
か
に
な
り
、
会
員
の
皆

さ
ん
が
益
々
生
き
生
き
と
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
会
員
増
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
１００
号
制
作
に
向
け
て
、
責
任

と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
こ

の
頃
で
す
。

身
近
で
」「
短
時
間
で
」

の
参
加
し
や
す
い
事
業
を

検
討
し
、早
速
実
施
し
た
。

古
文
書
を
読
む
会

　
本
支
部
は
、
昨
年
度
会

員
８２
名
の
小
規
模
で
、
平

均
年
齢
７３
歳
。
退
職
教
職

員
の
「
教
友
会
」
と
の
重

複
会
員
が
多
い
。
研
修
旅

行
・
作
品
展
・
新
年
会
を

定
例
事
業
と
し
て
き
た

が
、
昨
年
度
も
早
々
に
定

期
総
会・懇
親
会
は
中
止
。

こ
の
ま
ま
「
コ
ロ
ナ
で
中

止
」
ば
か
り
が
続
い
た
の

で
は
、
会
の
意
義
も
会
員

の
意
識
も
薄
れ
る
こ
と
を

危
惧
し
た
。

　
そ
こ
で
「
安
全
・
安
心

・
気
安
く
」「
近
場
で
・

会
と
な
っ
た
。（
秋
）

「
シ
オ
ジ
の
森
」
見
学

　
「
シ
オ
ジ
森
の
学
校
」

の
ス
タ
ッ
フ
の
会
員
を
中

心
に
見
学
を
予
定
し
た

が
、
冬
季
道
路
閉
鎖
に
よ

り
中
止
。新
年
度
へ
持
越
。

※
シ
オ
ジ
森
の
学
校
と

は
、「
森
で
遊
び
、
森
に

学
び
、
森
を
育
て
よ
う
」

の
志
に
賛
同
し
た
有
志
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
学
校
で

あ
る
。

小
中
学
校
の
学
習
支
援

　
平
成
２７
年
度
に
「
大
月

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」、
同

２９
年
度
に
放
課
後
の
「
大

月
っ
子
楽が

く

習し
ゅ
うサ
ロ
ン
」（
通

年
）
が
始
ま
り
、
多
く
の

会
員
が
協
力
し
て
い
る
。

　
今
後
も
会
員
の
希
望
に

よ
る
事
業
を
起
こ
し
、
親

睦
・
研
修
と
地
域
貢
献
に

更
に
努
め
て
い
き
た
い
。

と
に
な
り
ま
し
た
。　
　���

　
日
公
連
で
は
毎
年
４
・

５
・
６
月
を
「
組
織
強
化

期
間
」に
し
て
お
り
ま
す
。

長
年
続
く
会
員
減
少
の
流

れ
を
止
め
る
知
恵
を
、
ど

な
た
か
授
け
て
く
れ
な
い

か
と
考
え
あ
ぐ
ね
た
末
、

思
い
ま
す
。

　
福
利
厚
生
事
業
は
既
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
間
も

な
く
、
介
護
施
設
や
病
院

を
介
し
た
助
け
合
い
の
事

業
の
一
部
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
近
所
の

皆
さ
ん
に
も
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

動
と
時
期
が
か
ち
合
う
も

の
で
す
か
ら
、
会
員
の
方

々
個
人
を
対
象
に
と
考
え

て
お
り
ま
し
た
。
県
連
の

側
か
ら
「
支
部
に
働
き
か

け
よ
う
」
と
の
意
見
が
出

て
、
退
公
連
本
部
の
業
務

に
支
障
が
出
な
い
範
囲
で

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

　
「
本
紙
の
発
行
と
配
布

に
関
す
る
ご
芳
志
」
を
お

願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

４
月
３０
日
現
在
、
４５
人
の

会
員
の
方
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
当
初
は
、
会
員
勧
誘
活
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